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蒲
生
保
育
所
建
築
工
事
進
む

　
長
い
間
地
元
の
人
達
の
強
い
要
望
で

も
あ
っ
た
蒲
生
保
育
所
が
工
事
着
工
し

今
建
築
進
行
中
で
す
。

　
幼
児
教
育
の
必
要
性
が
年
々
強
く
叫

ば
れ
、
多
く
の
人
も
考
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
そ
の
学
習
の
場
と
し
て
の

施
設
が
当
然
先
決
間
題
に
な
り
ま
す
の

で
、
町
で
は
本
年
度
蒲
生
保
育
所
の
新

築
を
計
画
し
た
も
の
で
す
。

f31．ミq蒲生 保育所姿図

今
後
は
へ
き
地
常
設
保
育
所
と
し
て
…
…

．
四
月
初
め
に
入
札
が
行
な
わ
れ
松
代

町
松
代
鈴
木
組
（
鈴
木
重
寅
）
に
落
札
し

六
丹
二
十
五
日
着
工
し
た
も
の
で
す
。

請
負
額
は
二
二
五
万
円
で
、
完
了
予
定

は
九
月
三
十
日
に
な
っ
て
い
ま
し
て
、

農
繁
期
の
保
育
ば
か
り
で
な
く
、
通
年

保
育
が
実
現
す
る
の
は
間
近
か
な
こ
と

で
し
よ
う
。

　
構
造
は
木
造
平
屋
建
で
、
カ
ラ
ー
鉄

北
側
図

酬

口回
顧
0
回

、

ー
｝

1

東
側
図

口　・口
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板
葺
、
面
積
は
張
間
四
臥
、
・
桁
行
七
間

九
二
・
七
四
平
方
米
（
二
八
坪
）
で
す
。

　
建
物
の
内
容
は
保
育
室
が
二
部
屋
、

他
に
管
理
室
、
調
理
室
が
各
一
室
で
、

便
所
、
，
玄
関
、
ロ
：
カ
な
ど
が
含
ま
れ

て
居
り
、
小
さ
な
子
ど
も
が
毎
日
そ
こ

に
集
っ
て
も
不
便
を
感
じ
な
蛎
様
に
設

計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
就
学
前
の
子
ど
も
の
場
合
、
や
N
も

す
る
と
家
庭
で
教
育
的
な
方
向
付
け
が

出
来
ず
、
兎
角
間
題
を
も
つ
こ
と
が
多

い
も
の
で
す
。
ヒ
と
に
農
村
の
場
合
こ

の
事
が
強
く
う
っ
た
え
ら
れ
る
こ
と
で

す
が
、
こ
の
施
設
に
よ
り
、
専
問
の
保

母
さ
ん
達
か
ら
見
て
も
ら
う
様
に
な
れ

ば
大
き
く
変
化
し
て
い
く
こ
と
は
事
実

で
す
。
そ
の
意
味
あ
い
か
ら
も
保
育
所

の
設
立
は
喜
び
に
た
え
ま
せ
ん
。

　
又
従
来
、
松
代
地
区
、
奴
奈
川
地
区

に
は
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
山
平

地
区
に
は
季
節
保
育
所
の
み
で
し
た
の

で
、
今
後
常
設
保
育
所
と
し
て
、
こ
の

地
区
の
幼
児
保
育
に
充
分
活
用
さ
れ
て

い
く
こ
と
で
し
よ
う
。

　
尚
保
育
施
設
と
し
て
は
、
大
切
な
遊

戯
場
が
次
期
計
画
と
し
て
設
け
ら
れ
る

と
、
保
育
所
と
し
て
は
完
備
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
大
切
な
幼
児
教
育
の

場
を
持
っ
た
事
は
喜
び
に
た
え
な
い
こ

と
で
あ
り
、
こ
と
に
人
手
不
足
が
問
題

に
な
っ
て
い
る
松
代
町
の
場
合
、
幼
児

保
育
の
大
切
さ
は
わ
か
っ
て
い
て
も
、

手
が
廻
り
か
ね
る
現
状
で
す
の
で
、
こ

の
施
設
が
ど
ん
な
に
か
待
た
れ
た
で
あ

ろ
う
事
を
考
え
る
時
、
今
後
の
活
動
に

寄
せ
る
期
待
が
大
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま

す
。

ω
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青
年
、
婦
人
研
修
会
終
る
．
．
．
．
．
．
〃

　
去
る
八
月
二
十
五
日
、
町
教
育
委
員

会
、
町
連
合
青
年
団
の
主
催
に
よ
る
、

青
年
幹
部
研
修
会
が
松
代
町
公
民
館
を

会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
町
内
青
年
会
各
支
部
、
青
年

学
級
の
代
表
約
五
十
名
が
集
ま
り
、
朝

九
時
よ
り
分
科
会
、
講
演
等
に
終
日
熱

心
な
る
態
度
で
研
修
会
を
行
な
い
ま
し

た
。　

今
年
は
分
科
会
の
テ
ー
マ
も
、
地
域

に
は
た
す
青
年
の
役
割
と
、
こ
の
町
で

実
際
に
求
め
ら
れ
る
青
年
の
研
修
の
場

を
ど
こ
で
も
つ
か
と
い
う
主
題
で
活
澄

な
論
議
が
交
さ
れ
、
若
い
世
代
が
地
域

に
は
た
す
役
割
り
と
、
町
づ
く
り
へ
の

彷
き
か
け
に
建
設
的
な
意
見
も
多
く
出

次
代
を
に
な
う
こ
れ
等
の
人
た
ち
の
力

強
さ
を
感
じ
さ
せ
ま
し
た
。

　
又
当
日
の
講
演
は
「
青
年
の
は
た
す

役
割
り
と
自
覚
」
と
い
う
演
題
で
、
県

社
会
教
育
主
事
、
田
中
昭
平
先
生
よ
り

約
一
時
間
そ
の
豊
富
な
経
験
か
ら
お
話

し
が
あ
り
ま
し
た
。
講
師
は
、
約
六
ケ

月
間
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
方
面
で

教
育
行
政
の
視
察
を
終
え
今
春
帰
国
さ

れ
た
も
の
で
、
外
国
の
青
年
達
の
祖
国

愛
な
ど
を
折
ま
ぜ
て
お
話
し
下
さ
い
ま

し
た
。
終
っ
て
か
ら
、
フ
オ
ー
ク
ダ
ン

ス
で
楽
し
い
仲
間
づ
く
り
が
行
な
わ
れ

各
地
域
に
帰
っ
て
一
層
努
力
す
る
こ
と

を
胸
に
ち
か
い
合
い
有
意
義
な
一
日
を

過
し
ま
L
た
。

　
爾
町
婦
人
会
は
三
十
日
貞
同
じ
く
町

公
民
館
を
会
場
に
午
前
九
時
よ
り
シ
ン

ポ
ジ
ユ
ー
ム
に
入
り
「
婦
人
に
何
を
の

ぞ
む
か
」
と
い
う
主
題
で
、
町
内
各
種

団
体
代
表
よ
り
活
澄
な
意
見
発
表
が
あ

り
、
別
の
角
度
か
ら
見
た
婦
人
の
活
動

を
知
ろ
う
と
し
た
も
の
で
す
。

　
老
人
ク
ラ
ブ
、
一
般
成
人
、
教
育
振

興
会
の
代
表
が
約
五
分
間
づ
つ
意
見
発

表
を
行
な
い
、
尚
補
足
と
し
て
三
分
間

位
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方
を
の
べ
ま
し

た
。
都
合
に
よ
り
青
年
団
代
表
の
参
加

は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
聴
衆
者

と
の
質
疑
応
答
に
う
つ
り
、
シ
ン
ポ
ジ

ユ
ー
ム
約
二
時
間
の
討
議
は
、
今
ま
で

聞
か
な
か
っ
た
分
野
を
知
る
事
が
出
来

新
し
い
活
動
に
参
考
に
な
る
な
ど
、
新

し
い
試
み
と
し
て
は
成
功
で
し
た
。

終
っ
て
か
ら
、
田
中
講
師
よ
り
「
婦
人

．
活
動
の
間
題
点
と
そ
の
対
策
」
と
い
う

演
題
で
講
演
を
願
い
、
午
後
三
時
に
閉

会
い
た
し
ま
し
た
。

　
山
積
さ
れ
る
農
村
婦
人
間
題
を
い
か

に
解
決
し
、
そ
れ
を
村
づ
く
り
の
上
に

－
型
に
表
わ
し
た
ら
よ
い
か
と
真
険
な
姿

で
の
終
日
の
研
修
で
し
た
。

　
地
域
作
り
の
た
め
に
兎
角
、
青
年
や

婦
人
の
声
が
忘
れ
ら
れ
が
ち
で
す
が
、

実
際
そ
の
地
域
に
住
む
一
員
と
し
て
、
・

し
っ
か
り
と
学
習
を
続
け
て
い
る
こ
れ

等
の
人
々
を
見
逃
す
わ
け
に
は
い
か
な

い
よ
う
な
強
い
感
動
を
持
た
せ
る
研
修

会
で
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
人
達
が
地
域
へ
帰
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
団
体
の
中
で
更
に
討
議
を
重

ね
、
積
極
的
な
村
づ
く
り
へ
の
活
動
を

心
か
ら
祈
り
ま
す
。

祝
詞
の
声
荘
嚴
に

“
町
慰
霊
祭
が
挙
行
せ
ら
る
H

　
九
月
六
日
、
松
代
町
遺
族
会
主
催
の

慰
霊
祭
が
松
代
神
社
に
お
い
て
厳
粛
に

と
り
行
な
わ
れ
ま
し
た
っ

　
こ
の
慰
霊
祭
は
例
年
行
な
わ
れ
る
も

の
で
す
が
、
こ
の
日
町
内
外
の
多
数
来

賓
を
迎
え
、
午
前
十
時
半
よ
り
会
場
で

あ
る
松
代
神
社
に
遺
族
約
二
百
名
が
集

ま
り
、
戦
没
者
の
霊
安
か
れ
と
祈
り
を

（2）

こ
め
て
式
典
を
挙
行
い
た
し
ま
し
た
。

　
式
典
は
大
祓
い
に
初
ま
り
、
神
々
に

対
す
る
祝
詞
が
秋
空
に
響
い
て
、
静
ま

り
か
え
っ
た
式
場
に
戦
没
者
一
人
一
人

の
名
前
が
読
上
げ
ら
れ
る
と
、
遺
族
の

中
に
は
目
を
と
ぢ
て
冥
福
を
祈
る
姿
も

見
ら
れ
ま
し
た
。

　
つ
づ
い
て
遺
族
会
々
長
祭
詞
、
各
代

表
の
玉
串
奉
與
な
ど
が
行
な
わ
れ
、
厳

粛
そ
の
も
の
中
に
十
二
時
式
典
を
終
了

い
た
し
ま
し
た
。
－

　
式
典
終
了
後
、
一
同
簡
単
な
会
食
を

共
に
し
散
会
し
ま
し
た
。

　
こ
の
祭
典
は
毎
年
遺
族
会
主
催
の
も

と
に
行
な
わ
れ
る
も
の
で
す
が
、
と
か

く
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
戦
没

者
の
冥
福
を
心
か
ら
祈
る
べ
く
企
画
さ

れ
て
い
る
も
の
で
、
町
内
の
あ
ら
ゆ
る

部
落
か
ら
遺
族
の
方
々
が
参
拝
さ
れ
る

意
義
あ
る
祭
典
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
，
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松
代
町
出
稼
組
合
総
会

開
か
る

　
記
念
講
演
は

　
　
N
H
K
論
説
委
員
松
宮
克
也
氏

　
堅
実
な
方
法
と
、
地
に
つ
い
た
活
動

で
知
ら
れ
て
い
る
松
代
町
の
出
稼
組
合

は
、
去
る
八
月
三
十
一
日
、
出
稼
ぎ
前

の
総
会
を
役
場
庁
舎
第
一
会
議
室
に
お

い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
各
職
場
の
役
員
は
勿
論
、
一
般
組
合

員
も
多
数
参
加
し
、
本
年
度
の
行
事
報

告
及
び
今
季
出
稼
へ
の
対
策
、
正
月
帰

省
バ
ス
対
策
な
ど
に
つ
い
て
審
議
を
重

ね
午
前
中
真
剣
な
会
合
が
も
た
れ
ま
し

た
。
終
っ
て
午
後
、
松
代
高
校
体
育
館

に
於
て
、
N
H
K
論
説
委
員
の
松
宮
克

也
氏
の
記
念
講
演
が
行
な
わ
れ
、
松
代

高
校
生
を
含
む
聴
衆
約
六
百
名
の
前
で

時
局
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。



地
下
開
発
に
石
油
公
団
が

孟
地
地
区
の
試
堀
初
ま
る

　
犬
伏
橋
を
通
る
と
バ
ス
の
中
か
ら
、

孟
地
の
学
校
寄
り
に
高
い
櫓
が
見
え
ま

す
が
御
存
じ
で
し
よ
う
か
。

　
こ
れ
は
石
油
開
発
公
団
が
今
春
具
体

的
な
話
し
を
進
め
、
地
下
資
源
の
開
発

に
取
組
み
出
し
た
石
油
試
堀
井
戸
の
櫓

で
す
。

　
場
所
は
孟
地
地
内
で
学
校
の
す
ぐ
下

の
田
園
で
し
た
が
、
す
っ
か
ヶ
地
盤
作

り
も
終
り
　
！
…
…
ー
…
…
…

日
開
抗
式
－
灘

を
行
な
い

ま
し
た
。

　
こ
の
試

し
た
ら
地
下
の
本
井
戸
か
ら
横
に
堀
り

進
む
と
い
う
蛸
の
足
の
様
な
方
式
だ
そ

う
で
す
。
本
井
戸
は
現
在
の
予
定
で
は

深
さ
三
千
三
百
米
を
堀
る
こ
と
に
な
っ

て
い
惹
そ
う
で
す
が
、
こ
れ
に
は
従
来

の
機
械
で
は
駄
目
で
、
日
本
に
も
数
台

し
か
な
い
と
い
わ
れ
る
最
新
型
の
も
の

を
使
用
し
て
お
り
ま
す
。

　
尚
工
期
は
五
十
日
間
の
予
定
で
す
が

町
内
で
は
過
去
数
回
に
わ
た
り
各
地
で

試
堀
が
行
な
わ
れ
、
い
ず
れ
も
失
敗
し

て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
井
戸
に
か
け
る

期
待
は
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

点
々
と
試

堀
を
行
な

う
も
の
で

な
く
、
一

箇
所
を
堀

り
、
成
功
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彰
を
受
け
た
も
の
で
す
。

町
消
防
団
連
合
演
習
終
る

…
表
彰
旗
樹
立
式
を
か
ね
て
…

　
去
る
八
月
二
十
二
日
、
上
越
支
庁
長

県
消
防
本
部
副
部
長
を
迎
え
、
松
代
町

消
防
団
表
彰
旗
樹
立
式
並
に
連
合
演
習

が
華
ば
な
し
く
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
、

　
午
前
九
時
、
雨
上
り
の
松
代
高
校
グ

ラ
ン
ド
に
於
て
町
内
約
五
百
名
の
消
防

団
員
が
整
列
の
中
に
、
前
記
来
賓
の
他

町
内
外
多
数
の
来
賓
が
出
席
さ
れ
、
そ

の
功
績
に
よ
り
県
消
防
本
部
よ
り
お
く

ら
れ
た
表
彰
旗
の
樹
立
式
が
緊
．
張
の
中

に
進
行
し
ま
し
た
。
終
っ
て
同
グ
ラ
ン

ド
に
お
い
て
総
合
訓
練
の
検
閲
が
行
な

わ
れ
、
日
頃
の
訓
練
ぶ
り
を
い
か
ん
な

く
発
揮
し
、
力
強
さ
を
示
し
ま
し
た
。

午
後
ラ
ツ
パ
隊
を
先
頭
に
足
音
も
高
く

街
頭
行
進
に
移
り
、
仮
設
火
災
実
戦
消

火
活
動
を
開
始
、
終
日
消
防
団
健
全
の

姿
を
町
民
の
前
に
披
露
し
ま
し
た
。

　
尚
表
彰
旗
は
本
年
二
月
新
潟
に
お
い

て
行
な
わ
れ
、
本
町
が
そ
の
晴
れ
の
表

◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎

初
秋
の
空
に
白
球
飛
び

交
う

　
　
町
長
杯
争
奪
野
球
大
会
終
る

　
　
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎

　
去
る
八
月
三
十
一
日
、
九
月
一
口
の

両
日
に
わ
た
り
、
恒
例
の
町
野
球
協
会

主
催
、
町
長
杯
争
奪
秋
季
野
球
大
会
が

松
代
高
校
、
松
代
中
学
両
グ
ラ
ソ
ド
で

華
ば
な
し
く
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
集
っ
た
九
チ
ー
ム
は
、
そ
れ

ぞ
れ
参
加
十
八
チ
｝
ム
よ
り
予
選
を
通

過
し
た
も
の
で
、
ア
ザ
ミ
ヒ
ラ
ー
ズ
、
・

松
代
病
院
チ
ー
ム
、
松
代
ポ
ス
ト
マ
ン

ク
ラ
ブ
、
，
松
代
農
協
チ
ー
ム
、
伊
沢
ワ

ン
ダ
ー
ナ
イ
ン
、
高
校
職
員
チ
ー
ム
、

役
場
体
育
部
B
、
室
野
フ
レ
ツ
シ
ユ
エ

：
ス
、
役
場
体
育
部
A
の
精
鏡
が
初
秋

．
の
空
の
下
、
白
球
に
全
力
を
か
た
む
け

て
熱
戦
を
展
開
い
た
し
ま
し
た
コ

当
日
の
成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

　
優
勝

　
準
優
勝

　
三
位

　
〃

個
人
賞

役
場
体
育
部
A

松
代
ボ
ス
ト
マ
ン
ク
ラ
ブ

伊
沢
ワ
ソ
ダ
ー
ナ
イ
ン

松
代
高
校
職
員
チ
！
ム

　
最
高
殊
勲
選
手
賞
柳
　
　
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
体
育
部
A
）

　
首
位
打
者
賞
　
　
　
宮
沢
淳
一

　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
体
育
部
A
）

　
敢
闘
賞
　
　
　
　
中
村
　
守

　
　
　
　
　
　
　
（
ポ
ス
ト
マ
ン
ク
ラ
ブ
）

　
敢
闘
賞
　
　
　
　
福
島
武
夫

　
　
　
　
　
　
　
（
ポ
ス
ト
マ
ソ
ク
ラ
ブ
）

尚
こ
の
大
会
の
過
去
に
お
け
る
優
勝
チ

1
ム
は
次
の
通
り
で
す
。

4町長杯争奪野球大会優勝記録レ

回順 年　度 優　勝　チ　ー　ム
一　　

一
　
1 昭和32秋 蒲生野球クラブ

2 〃33〃 松代青年会チーム

3 〃34〃 〃

4 〃35〃 〃

5 〃36〃 松代病院チーム

6 ・〃37〃 松代青年会チーム’

7 〃38〃 郵電チーム

8 〃39春
麟難萎裳ム｝（雨で決勝不可）

9 〃39秋 役場体育部
10 〃40秋 松代ポストマンクラブ
11 〃引秋 役場チヨンガーズ
12 〃42春 蒲生ダイジヤーズ
13 〃42秋 松代ポストマンクラブ
14 〃43春 役場体育部㈲
15 〃43秋 〃　　　　　〃

（3）
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さあ！こぞづて　交通災害共済に加入しよう
●●　●9■●●●　o●●●■●　●o●o■●●●●●●●　●●●o●■　●●■●●●●o●●●o　●●●●●■　●●6■■●●●D●●●　●o●o●●●■●●●●●●●●●●　●●●o　o●　o●●●●●　．o●●●o　o●o．●●　●●●．●．　●●●・．●　●・・●●●　●●

　
交
通
戦
争
と
い
わ
れ
る
現
状
の
中
に
松
代
町
で
も
例
外

で
は
な
く
、
時
々
事
故
が
見
ら
れ
ゐ
よ
う
で
す
。
こ
の
よ

う
な
状
況
か
ら
、
不
幸
に
し
て
交
通
事
故
を
受
げ
ら
れ
ま

し
た
方
々
を
み
ん
な
で
救
済
す
る
た
め
に
、
県
で
は
交
通

災
害
共
済
組
合
を
つ
く
り
見
舞
金
を
加
入
者
に
す
ぐ
お
渡

し
す
る
様
に
計
画
い
た
し
ま
し
た
。
．

，
万
一
に
備
え
て
町
民
の
方
々
の
加
入
を
お
ま
ち
い
た
し

て
お
り
ま
す
。
詳
し
い
事
は
先
に
チ
ラ
シ
を
皆
さ
ん
の
お

手
元
へ
お
届
け
し
て
あ
り
ま
す
が
、
大
人
子
供
の
別
な
く

多
数
の
方
々
の
加
入
を
お
す
N
め
し
ま
す
。
こ
と
に

　
・
交
通
ひ
ん
ば
ん
の
地
区
及
び
沿
道
部
落

　
・
自
転
車
に
乗
る
方

　
・
出
稼
す
る
方
（
出
稼
先
で
事
故
が
お
き
る
と
大
変
で

　
　
す
）

　
・
中
学
生
以
下
の
方
（
幼
児
も
ふ
く
む
）

　
・
運
転
免
許
を
持
っ
て
い
る
人

加
入
は
い
つ
で
も
出
来
ま
す
の
で
、
気
軽
に
町
役
場
総
務

課
へ
お
申
込
み
下
さ
い
。
現
在
の
加
入
状
況
は
別
表
の
通

り
で
す
が
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
さ
ん
の
加
入
が
少
な
い

よ
う
で
す
。
危
険
度
が
多
い
年
令
で
す
の
で
加
入
さ
れ
た

方
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。
尚
申
込
み
の
際
、
会
費
（
加
入

費
）
は
別
表
の
通
り
で
す
の
で
よ
く
お
読
み
下
さ
い
。

　
申
込
書
は
役
場
に
あ
り
ま
す
の
で
、
会
費
だ
け
お
持
ち

下
さ
れ
ば
い
つ
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

■会員が交通事故による災害を受けた場合に支給される共済見舞金

　は次のとおりです。

金額
50万円

10万円

5万円
2万円
5千円

　傷　　害　　の　　程　　度

死亡した場合

全治6ヵ月以上の傷害を受けた場合

全治3ヵ月以上の傷害を受けた場合

全治1ヵ月以上の傷害を受けた場合

全治1週間以上の傷害を受けた場合

　
級
級
級
級
級

一
等
等
等
等
等

τ
2
3
4
5

級等

■加入月別の会費は次のとおりです。但し月の末日に加入される場

　合は翌月欄の会費となります。

3月

30

25

11月12月112月

90i60

75150

《
∪
　
　
　
0

《
∠
　
　
　
0

4
1
　
　
　
　
4
暉
ム

11月

150

125

10月1

180

150

19月8月17月16月i5月14月

210

175

0
　
　
　
0

4
　
　
　
0

∩
∠
　
　
∩
∠

270

225

《
∪
　
　
O

O
　
　
　
【
フ

Q
ノ
　
　
∩
∠

0
　
　
　
匠
フ

3
　
　
ワ
f

3
　
　
∩
∠

360円

300円

人
　
人

大
　
小

交通災害共済加入申込状況

字刷一般i鮮生1合計

2
2
9
5
5
7
8
4
3
7
1
7
7
1
1
5
0
2
4
5
4
2
3
9
9
5
8
1
8
6
4
0
3
8
6
9
4
6
6
6
％

8
5
3
2
1
3
4
3
2
4
3
4
2
3
1
3
2
1
2
1
1
2
6
2
4
2
2
　
4
1
。
8
3
6
2
7
4
2
3
2
6
6

4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
p
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
2
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
乙
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

73
17
10

2
5
2
4
2
4
8
1

1
7
7
7
3
6
｝
4
3
1
5
一
2
3
1

4
1
8
7
4
3
2
3

6
3
7
1
3
9
4
6
1

1
5
8
8
6
3

1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

9
5
9
3
0
5
4
2
5
6
4
0
0
5
1
1
7
1
9
5
2
9
9
8
1
8
4
1
3
4
8
3
0
9
0
8
9
8
8
3

0
3
2
2
1
3
4
3
7
3
2
4
2
9
1
3
1
ー
ユ
ー
1
1
4
2
4
1
2
　
4
1
　
4
9
5
1
3
3
1
2
1
0

3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

代
戸
平
刈
沢
丸
畑
山
年
尻
沢
塞
山
平
山
老
伏
地
山
沢
子
島
倉
納
代
平
貫
峠
田
平
池
生
明
島
立
野
所
　
　
原

荒
　
屋
之
　
’
　
　
桐
　
野
幽
訪
　
　
良
濁
峠
梱
計

松
小
太
菅
田
小
池
下
千
池
会
清
桐
蓬
東
海
犬
孟
片
滝
中
苧
田
仙
田
あ
小
諏
寺
名
小
蒲
儀
福
奈
室
竹
　
　
木

　
！
1
5

　
）　

多
ノ

　
私
は
毎
日
、
朝
晩
バ
ス
で
松
代
と
松

之
山
間
を
通
勤
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
中
で
日
頃
感
じ
て
い
る
事
を
書
き

感
謝
、
の
気
持
を
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
毎
口
の
バ
ス
は
通
勤
と
通
学
で
ご
っ

た
が
え
し
て
い
ま
す
。
一
目
が
終
っ
て

勤
め
か
ら
帰
る
者
に
と
っ
．
て
バ
ス
の
中

は
余
計
疲
れ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

こ
ん
な
中
で
何
時
も
感
ず
る
事
で
す
が

必
ず
と
い
っ
て
良
い
程
、
通
学
の
松
代

高
校
の
生
徒
さ
ん
が
席
を
譲
っ
て
下
さ

い
ま
す
。
誰
言
う
と
な
く
、
た
父
私
だ
9

け
で
な
ぐ
、
乗
客
の
皆
さ
ん
に
立
上
っ

て
席
を
譲
る
姿
な
え
父
感
謝
に
た
え
ま

ー
せ
ん
。
，
辱
「
有
難
う
」
と
書
っ
て
腰
を
下

ろ
す
の
で
す
が
、
毎
日
の
事
に
な
る
と

～コ

バ
ス
通
学
の
松
代
高
校
生
に
感
謝
．

お
礼
も
言
わ
な
い
私
た
ち
に
本
、
そ
れ

が
ご
く
自
然
の
様
に
「
ど
う
ぞ
」
と
立

上
が
る
高
校
生
の
マ
ナ
ー
の
良
さ
に
い

つ
も
心
の
中
で
感
謝
を
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

　
と
か
く
若
い
人
達
の
行
動
が
批
判
さ

れ
が
ち
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
人
達
が
大

人
に
な
る
日
を
私
は
心
か
ら
待
ち
望
ん

で
い
ま
す
。
こ
の
土
地
か
ら
忘
れ
去
ら

れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
ん
な
行
動
こ
そ

大
勢
な
も
の
だ
と
確
信
い
た
し
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
、
こ
れ
等
の
行
動
や
考
え

方
を
身
に
つ
け
て
お
ら
れ
る
生
徒
さ
ん

方
に
深
い
敬
意
と
感
謝
の
念
を
込
め
つ

つ
、
今
後
の
生
徒
さ
ん
の
御
肩
愛
と
益

々
尊
い
も
の
を
身
に
つ
げ
ら
れ
る
こ
と

を
祈
り
、
こ
れ
を
書
い
た
次
第
で
す
。

『
璽
璽
i
巳
．
．
9
．
置
畳
置
．
9
．
．
i
I
I
．
．
．
．
i
暫
露
6
．
一

”
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

…
（
炸
）
原
稿
募
集
　
－

一
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

－
「
広
報
ま
つ
だ
い
」
で
は
こ
の
紙
面
㎜

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

皿
を
皆
様
と
の
心
の
結
び
つ
き
に
い
た
圏

τ
た
い
と
髭
て
い
享
．
是
非
里

闇
介
し
た
い
事
、
隠
れ
た
善
意
を
お
寄
㎜

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

…
せ
下
さ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

㎝
一
、
心
温
ま
る
お
話
　
　
一

一
　
二
、
紹
介
し
た
い
出
来
事
　
　
　
　
㎜

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

…
な
ど
、
と
か
く
殺
風
景
な
話
の
多
い
一

㎝
世
の
中
で
．
町
内
に
心
温
ま
る
お
話
一

－
を
聞
く
こ
と
は
大
切
な
事
に
な
っ
て
…

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

m
き
ま
し
た
。
皆
様
の
周
囲
の
方
で
、
　
一

㎝
こ
ん
な
人
が
、
こ
ん
な
妻
…
・
嘉

一
お
書
き
下
さ
っ
て
、
松
代
町
公
民
館
㎜

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

”
．
「
広
報
ま
つ
だ
い
」
係
宛
に
お
送
り
顧

㌣
さ
い
．
そ
し
て
多
く
の
人
達
か
上

閣
尊
い
灯
を
と
ぽ
し
て
い
た
父
け
る
様
…

騨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

”
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
　
ー

コ

”
監
：
＝
．
露
陞
匿
：
、
：
曜
1
ー
已
：
：
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1
一
唇
9
：
：
冒
し


